
　

利用タイプ変更の際の注意点

①利用料金が異なります

売上管理型 振替管理型（基本料無料ﾀｲﾌﾟ）

②集計基準が異なります
振替日と連動した「売上計上月」で集計 「振替日」基準で集計

利用タイプ変更の際の注意点

売上管理型 振替管理型（基本料無料タイプ）

口座振替以外の入金も一括管理が可能、売上計上月
を基準に集計する集金システム 口座振替月を基準に集計する集金システム

① 利用料金が異なります

② 集計基準が異なります

基本料
（振込手数料含む） 1,800円 /月

2,100円 /月

240円 /件
5日・28日両日振替ご利用の場合：

口座振替手数料

基本料
（振込手数料含む） 無料

335円 /件口座振替手数料

* 表示金額は税別。*オプションの「振替のお知らせ（ハガキ）」（65円 / 件）は含みません。

「関与先登録内容の変更」画面で設定した月決報酬の「振替日」と
「売上計上月」に基づき各種資料を集計します。毎月、月決報酬の
請求日欄に請求日（取引日）が自動設定されます。

5日または 28 日の振替日基準で各種資料を集計します。
税理士事務所の売上計上月とは連動しません。

関与先の登録では「振替日」のみを設定します。
「売上計上月」の設定はありません。

振替日 売上計上月 月決報酬の請求月
2023年7月5日 前月分 2023年6月分
2023年7月5日 当月分 2023年7月分

例

2023 年 7 月 5 日振替で、

前月分を選択すると、

請求日は 2023 年 6 月分

となります。

取引日と細目の表示

請求金額入力画面で「取引日」を入力することができます。

「振替日」基準で集計振替日と連動した「売上計上月」で集計



(１)口座振替「利用」の関与先データ

(２)口座振替を実施する請求金額

口座振替を「利用」する関与先データのみ
引き継がれます。ただし、月決報酬の売上
計上月は引き継がれません。

（口座振替未利用の関与先データは引き継がれません。）

口座振替をする細目の請求金額は
引き継がれます。

「振替停止」を設定している項目の
請求金額は引き継がれません。

「売上管理型」から「振替管理型」へタイプ変更する場合の注意点

システム上の機能、保持するデータ体系の相違により、タイプ変更する際には、引き継がれる
データと消去されるデータがありますので、十分ご確認ください。

(１)口座振替「利用」の関与先データ

(２)口座振替を実施する請求金額

(３)過去分の振替結果

(４)過去分の振込金額・手数料金額

１．引き継がれるデータ



(３)過去分の振替結果

(４)過去分の振込金額・手数料金額

税理士協同組合の報酬自動支払制度

振込金額計算書

c製作　　㈱日税ビジネスサービスBJ

ご指定口座へのお振込日： 年 月 日

お振込金額は 円です。

関与先口座からの振替日： 年 月 日（

Ａ．振替入金額 円 件

請求 円 件

振替不能 円 件

Ｂ．Ａから控除する金額 円 (1)

(1) 報酬自動支払制度手数料 円

(ｲ) 基本料金 円

(ﾛ) 口座振替利用先手数料 円

(ﾊ)「振替のお知らせ」作成・郵送料 円 @ × 件

(ﾆ) 振込手数料 円

(ﾎ) 手数料計

振込人名は「ﾎｳｼﾕｳｼﾞﾄﾞｳｼﾊﾗｲｾｲﾄﾞ」または「ﾄｳｷﾖｳｾﾞｲﾘｼｷﾖｳﾄﾞｳｸﾐｱｲ」となります。

日振替分）

(ﾍ) 消費税 円 (ﾎ) × %

(ｲ) + (ﾛ) + (ﾊ) + (ﾆ)

請求書 別紙 

円

円 Ａ - Ｂ Ｃ．差引振込額

年 月 日

株式会社　日税ビジネスサービス

日税会計事務所

日税　花子　様

2023  9  4

      187,717

2023  8 28

      191,374      4

      259,759      5

       68,385      1

        3,657

        3,657

        1,500

        1,200 @ 240 × 5 件

          325  65   5

        3,325

28

          332 10

          300

      187,717

上記のとおり、ご指定の口座にお振込いたします。
恐れ入りますが、この画面を印刷して証憑書類にご使用ください。

2023  8 31

口座振替結果については細目を含め引き継がれ、
関与先ごとの「振替履歴・実績表」等に反映されます。
（※「振替停止」を設定している細目の請求金額は引き継がれません。）

「振込金額計算書」のほか、「振込金額・手数料一覧表」
にて過去分を一覧表示できます。



額金求請の分」止停替振(２)

(１)口座振替「未利用」の関与先データ

２．消去されるデータ
(１)口座振替「未利用」の関与先データ　　　　　

(２)「振替停止」分の請求金額

(３) 請求金額入力欄の「備考」欄

(４)未収金の金額(ただし、再振替対象の金額は引き継がれます。）

口座振替管理の関与先を管理
するため、口座振替を利用
しない関与先のデータは消去
されます。

（口座振替を利用する関与先
  データのみとなります。）

振替管理型にこの項目は
ありません。

口座振替停止中の　 の登録は消去されます。

売上管理型 振替管理型

売上管理型 振替管理型



売上管理型 振替管理型

売上管理型 振替管理型

ただし、タイプ変更時にすでに再振替を
実施されていた金額については
再振替実施分として、そのまま引き継がれます。

「備考」欄の機能がなくなるため、
　内容が削除されます。

「備考」欄なし

(３)請求金額入力欄の「備考」欄

(４)未収金額（ただし、再振替対象の金額は引き継がれます。）

　「未収金残高一覧」、「売掛残高一覧」や「入金消込」など、

　未収による一覧画面がありました。

　「未収金残高一覧・再振替設定」画面で、月決報酬や臨時

　報酬などの細目ごとに、すでに発生している未収金の再振

　替を変更することができました。

売上管理を目的として未収金残高一覧画面がない

ため、データは消去されます。

月決報酬や臨時報酬などの細目ごとに再振替の設定

をすることはできません。

振替不能が発生した場合、「振替結果の確認と再

振替設定」画面において、月決・臨時・立替金全体

について再振替を「する」「しない」の選択ができ

ます。

✓

✓
✓

✓

✓



「振替管理型」から「売上管理型」へタイプ変更する場合の注意点
システム上の機能、保持するデータ体系の相違により、タイプ変更する際には、引き継がれるデータと
システムにより自動設定されるデータがありますので、十分ご確認ください。

１．引き継がれるデータ

２．自動設定されるデータ

(１)「一旦停止」分の請求金額

(２)請求日の表示

(１)口座振替を実施する請求金額
(２)過去分の振替結果
(３)過去分の振込金額・手数料金額

(１)「一旦停止」分の請求金額
(２) 請求日の表示

売上管理型振替管理型

売上管理型振替管理型

※売上計上月が正しく管理されているか

　必ずご確認ください。

振替管理型で「取引日」に入力した日付は
売上管理型の「請求日（取引日）」として
引き継がれます。

『請求金額の入力』画面
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